
【基本方針】

【重点目標】

5

目標 （１）

4

目標 （１）

6

目標 （１）
令和5年度
達成状況

安全で安心して健やかに暮らせるまち 分野 防災

民間事業者等との災害応援体制の構築

令和5年度
達成状況

令和5年度
達成状況

行財政運営

安全で安心して健やかに暮らせるまち 分野 防災

3

目標 （５） みんなでつくる暮らし続けられるまち 分野

職員の能力向上

令和５年度 政策推進部の運営方針

部

監

部長

2

目標 （５）
令和5年度
達成状況

みんなでつくる暮らし続けられるまち 分野 行財政運営

公民連携の拡充

政策推進部は、市の政策をまとめ、実行するための施策に関する企画、関連部署間等の調整、市民への情
報発信と広聴、職員の人事管理に加えて、防災対策などを所管しています。
今年度は、まちの将来像の実現や少子高齢化、人口減少といった課題に対して、にぎわいと活力ある市で
あり続けるための取組や公民連携による民間活力の活用、市内外に向けた積極的な情報発信を行うととも
に、それらを担う職員の能力向上に向けた取組を進めます。
また、防災対策について、近隣諸国の情勢を踏まえ、国民保護措置が円滑に実施できるよう「柏原市国民
保護計画」の改訂を行うとともに、災害等に備えた災害協力協定の締結や地域防災の要となる消防団の充
実強化に向けた資機材を充実や消防団活動を担う人材確保に向けた取組を進めます。

1

目標 （５）
令和5年度
達成状況

分野みんなでつくる暮らし続けられるまち 市政運営

シティプロモーションの強化のため広報かしわらや柏原市ウェブサイト、各種ＳＮＳなど
を活用し、柏原市の魅力を市内外に発信

令和5年度
達成状況

国民保護計画の改訂

安全で安心して健やかに暮らせるまち 分野 防災

消防団を中核とした地域防災力の充実強化

監

政策推進部

山口　伸和（総合政策監）

市川　信行

小林　聡（危機管理監）

Ｅ：未実施（事業の取りやめなどにより評価不能又は困難。0%）

【達成度について】

Ａ：達成（目標を達成することができた。100%）

Ｂ：概ね達成（概ね目標どおり達成することができた。70%以上100%未満）

Ｃ：一部達成（目標の一部を達成できた。50%以上70%未満）

Ｄ：未達成（目標達成に向け取り組んだが、目標達成に至らなかった。50%未満）



今後検討すべきこと

総合評価・総括

達成状況 達成度

具体的取組 具体的な取組実績

→

全体の達成度

柏原市の伝統産業である染色業で用いられてい
る注染と捺染の技法を用いて手拭いを作成し、
各種行事参加者への配布と2025年大阪・関西万
博に向けた国際会議で記念グッズとして配布す
ることにより、世界に向けて柏原市をＰＲして
いきます。

所管室・課 秘書広報課

所管室・課 秘書広報課

↓ ↑
具体的取組

→

具体的な取組実績

昨年度再開した柏原市公式ＬＩＮＥによる情報
発信力を強化するため、関係部局との連携を今
までよりさらに密にすることで、市政情報の種
類や発信する頻度を増加させ、内容の充実を図
ります。

→

政策推進部

達成度

染色業を積極的に市内外に向けてＰＲを行い、
シティプロモーションと伝統産業の活性化を図
ります。 →

市内外に柏原市の取組や魅力発信に向けて、広
報かしわらや市ウェブサイト、各種ＳＮＳの発
信力を強化します。

今年度の達成目標 達成状況

今年度の達成目標

シティプロモーションの強化のため広報かしわらや柏原市ウェブサ
イト、各種ＳＮＳなどを活用し、柏原市の魅力を市内外に発信

部

重点目標 1



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 政策推進部

重点目標 2 公民連携の拡充

↓ ↑

民間事業者や大学との連携事業や民間活力によ
る事業を増加させます。 →

具体的取組 具体的な取組実績

民間事業者との事業構築に向けた話し合いを持
ちます。 →
所管室・課 企画調整課

具体的取組 具体的な取組実績

大学との連携事業に関する会議等を開催し、事
業構築に繋げます。 →
所管室・課 企画調整課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 政策推進部

重点目標 3 職員の能力向上

↓ ↑

質の高い市民サービスを提供できるよう、職員
一人ひとりの能力向上を図る研修を引き続き実
施します。 →

具体的取組 具体的な取組実績

経験年数に応じた法律研修を実施し、法律に関
する知識の習得とコンプライアンス意識の更な
る向上を目指します。 →
所管室・課 人事課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 政策推進部

重点目標 4 国民保護計画の改訂

↓ ↑

武力攻撃事態など有事の際に、市が行うべき国
民保護措置が円滑に実施できるよう国民保護計
画の改訂を行い、災害対応力の向上を図りま
す。

→

具体的取組 具体的な取組実績

国が定める国民の保護に関する基本方針に基づ
き、国民保護計画の改訂を行うとともに、想定
される不測の事態に対して、具体的な避難の実
施手順を作成します。 →
所管室・課 危機管理課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 政策推進部

重点目標 5 消防団を中核とした地域防災力の充実強化

↓ ↑

火災や大規模災害を想定した訓練の実施や、資
機材・装備品を充実させることで、消防団の災
害対応力を強化し、重点目標である「安全で安
心して健やかに暮らせるまち」を目指します。

→

今年度の達成目標 達成状況 達成度

消防団と地域が連携した取組を進めることによ
り、地域防災力全体の向上を図ります。 →

具体的取組 具体的な取組実績

小型動力ポンプ搬送車の更新及び消防用ホース
など資機材の更新を行うことで、災害即応体制
を維持するとともに、夏期期間中は消防ポンプ
自動車を用いた消防操法訓練に集中して取り組
み、消火技術の向上を図ります。 →
所管室・課 危機管理課

具体的取組 具体的な取組実績

地域の自主防災訓練に参加し、応急手当や消火
器の取扱いなど災害対応技術の指導を行うほ
か、春期、秋期、年末には、各地域へ巡回広報
により火災予防に係る啓発を行い、地域との連
携を強化します。 →
所管室・課 危機管理課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 政策推進部

重点目標 6 民間事業者等との災害応援体制の構築

↓ ↑

関係団体との間で災害応援体制を構築すること
により、市が被災した場合においても迅速かつ
円滑に復旧できるよう、その準備を進めます。 →

具体的取組 具体的な取組実績

民間事業者や他自治体との間で災害応援協定を
締結することにより、平時から応援体制の構築
を進めます。（５件／年） →
所管室・課 危機管理課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



【基本方針】

【重点目標】

Ｅ：未実施（事業の取りやめなどにより評価不能又は困難。0%）

【達成度について】

Ａ：達成（目標を達成することができた。100%）

Ｂ：概ね達成（概ね目標どおり達成することができた。70%以上100%未満）

Ｃ：一部達成（目標の一部を達成できた。50%以上70%未満）

Ｄ：未達成（目標達成に向け取り組んだが、目標達成に至らなかった。50%未満）

理事

総務部

西戸　浩詞　（デジタル監）

安田　善昭

松井　俊之（公有財産マネジメント担当）

（５）
令和5年度
達成状況

分野みんなでつくる暮らし続けられるまち 行財政運営

公共施設等の最適化及び公有財産の有効活用を図る。

令和５年度 総務部の運営方針

部

監

部長

2

目標 （５）
令和5年度
達成状況

みんなでつくる暮らし続けられるまち 分野 行財政運営

市民の利便性の向上や業務の効率性・生産性を高めるための自治体DX（デジタルトランス
フォーメーション）の取組の推進

これからの柏原市の人口、財政規模等を総合的に考慮し、適正な財産の総量維持に努めてまいります。
また、アフターコロナにおける社会変化への対応により、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の
活用がこれまで以上に必要とされることから、市民がデジタルの恩恵を受け入れられるような取組につい
て、引き続き推進してまいります。
さらに、用務等で来庁される方々の庁舎で過ごす時間を快適なものとしていただけるよう、飲食に関する
利便性の向上を図る取組を行ってまいります。

1

目標

3

目標 （５） みんなでつくる暮らし続けられるまち 分野

庁舎の有効活用の推進

令和5年度
達成状況

行財政運営



↓

1

公共施設等の最適化を図るための再編整備計画
を策定し、その計画に基づき、公共施設等の再
編に取り組みます。

公用廃止された施設等のうち、有効活用が期待
できないものについて、売り払うための準備に
取り組みます。

再編整備計画を策定し、再編にかかる施設改修

の設計等に取り組みます。

売払いを予定している公有財産の境界確定、測
量等を行います。

具体的取組

→

具体的な取組実績

総務部

達成度

→

今年度の達成目標 達成状況

今年度の達成目標

公共施設等の最適化及び公有財産の有効活用を図る。

部

重点目標

→

総合評価・総括

達成状況 達成度

具体的取組 具体的な取組実績

→

全体の達成度

所管室・課 公有財産マネジメント課

所管室・課 公有財産マネジメント課

↑

今後検討すべきこと



総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

市民が来庁しなくても、インターネットなどを
使ってできる手続きを増やします。
また、業務の効率化・省力化、さらには市民
サービスの向上につながるＡＩやＲＰＡ等の新
技術の導入に向けた情報収集や検討を行いま
す。

→
所管室・課 デジタル推進課

具体的取組 具体的な取組実績

標準化準拠システムへの移行の準備として、現
在本市が運用している基幹系システムと国が示
している標準化準拠システムの機能の違いを比
較・整理をして、国基準に適合できるものと乖
離しているものなどを洗い出し、分析を行いま
す。

→
所管室・課 デジタル推進課

↓ ↑

国が進める自治体情報システムの標準化・共通
化の対象となる業務システムに関する標準化準
拠システムへの移行について、期限となる令和
７年度末までに遅滞なく行うための準備を進め
ます。

→

今年度の達成目標 達成状況 達成度

様々なデジタル技術を行政事務に積極的に活用
して、業務の効率化・省力化を図り、市民の利
便性の向上に取り組みます。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 総務部

重点目標 2
市民の利便性の向上や業務の効率性・生産性を高めるための自治体
DX（デジタルトランスフォーメーション）の取組の推進



総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

キッチンカー等移動販売による食事提供の開始
に合わせて、飲食スペースの確保に努めます。 →
所管室・課 総務課

具体的取組 具体的な取組実績

庁舎敷地内での食事提供の実現に向けてキッチ
ンカー等の移動販売の出店を募ります。 →
所管室・課 総務課

↓ ↑

庁舎及び庁舎敷地の有効活用により、来庁者や
職員の飲食に関する利便性向上を目指します。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 総務部

重点目標 3 庁舎の有効活用の推進



【基本方針】

【重点目標】

令和5年度
達成状況

行財政運営

3

目標 （５） みんなでつくる暮らし続けられるまち 分野

適正な入札及び契約の執行

令和５年度 財務部の運営方針

部 部長

2

目標 （５）
令和5年度
達成状況

みんなでつくる暮らし続けられるまち 分野 行財政運営

市税の公平で適正な課税及び徴収

財務部では、各部の施策を着実に実行していくため、重要な財源となる市税の確保に努めるとともに、将
来にわたる健全で安定した財政運営を行うため、次の目標に取り組みます。
　①　適正な予算配分について精査・検討するとともに、将来の公債費負担の軽減に努めます。
　②　市税の公平で適正な課税と徴収率の向上に努めます。　
　③　契約の公正性、透明性の向上に努めながら、競争性の確保を図ります。

1

目標 （５）
令和5年度
達成状況

分野みんなでつくる暮らし続けられるまち 行財政運営

計画的な財政運営による持続的で健全な行財政基盤の確立

財務部 石橋敬三

Ｅ：未実施（事業の取りやめなどにより評価不能又は困難。0%）

【達成度について】

Ａ：達成（目標を達成することができた。100%）

Ｂ：概ね達成（概ね目標どおり達成することができた。70%以上100%未満）

Ｃ：一部達成（目標の一部を達成できた。50%以上70%未満）

Ｄ：未達成（目標達成に向け取り組んだが、目標達成に至らなかった。50%未満）



今後検討すべきこと

総合評価・総括

達成状況 達成度

具体的取組 具体的な取組実績

→

全体の達成度

投資的経費に伴う財源として起債の発行をする
際は、交付税に算入される優良な起債の選定を
行うとともに、公債費の管理計画を見直しま
す。

所管室・課 財政課

所管室・課 財政課

↓ ↑
具体的取組

→

具体的な取組実績

各事業ごとに予算執行率を検証し、適正な予算
配分となるよう精査を行うとともに、臨時的な
経費を除いた歳出の縮小を図ります。

→

財務部

達成度

公共施設の統廃合や設備の更新に係る投資的経
費（建設事業に係る経費）について、今後の増
加が見込まれる費用の平準化を図ります。 →

令和４年度決算における予算執行率の検証結果
を活かした予算編成を行います。

今年度の達成目標 達成状況

今年度の達成目標

計画的な財政運営による持続的で健全な行財政基盤の確立

部

重点目標 1



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 財務部

重点目標 2 市税の公平で適正な課税及び徴収

↓ ↑

課税調査により課税客体を的確に把握し、公平
で適正な課税及び徴収に努めます。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

徴収率の向上を目指し、具体的には、令和４年
度の徴収率を上回ることを目標とします。 →

具体的取組 具体的な取組実績

未申告者に対する調査や申告催告、課税資料未
提出事業所に対する提出催告、課税対象となる
固定資産に関する現地訪問調査などを実施しま
す。 →
所管室・課 課税課

具体的取組 具体的な取組実績

滞納解消に向け、早期の納税相談及び交渉を行
うとともに、相談・交渉等に応じない事案につ
いては、差押や公売等の厳正な滞納整理を推進
します。 →
所管室・課 納税課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 財務部

重点目標 3 適正な入札及び契約の執行

↓ ↑

契約事務における透明性、公正性、競争性を確
保します。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

入札参加者の負担を軽減し、より参加しやすい
制度を確立します。 →

具体的取組 具体的な取組実績

入札及び契約内容を外部有識者で構成する入札
等監視委員会を開催し、審議します。 →
所管室・課 契約検査課

具体的取組 具体的な取組実績

入札室で執行していた入札を来庁不要な電子入
札や郵便入札に段階的に移行します。 →
所管室・課 契約検査課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



【基本方針】

【重点目標】

5

目標 （２）

4

目標 （２）

6

目標 （１）
令和5年度
達成状況

安全で安心して健やかに暮らせるまち 分野 防犯

防犯対策の推進

令和5年度
達成状況

令和5年度
達成状況

環境保全

地域資源を活かした魅力あふれるまち 分野 商工業

3

目標 （２） 地域資源を活かした魅力あふれるまち 分野

安心して暮らせる生活環境の形成【ごみの分別、減量及びリサイクルの推進】

令和５年度 市民部の運営方針

部

理事

部長

2

目標 （４）
令和5年度
達成状況

やさしさと思いやりを育むまち 分野 人権・男女共同参画

部落差別をはじめとする様々な人権問題の解決に向けて、周知・啓発の推進や相談体制の
充実及び平和事業の推進を図るとともに、男女共同参画社会の実現に向けた取組みを実施

市民部では、「市役所の顔」となる窓口サービスを始め、人権、環境など、市民生活に直結した業務を市民ニーズの把握に努めな
がら進めるとともに、産業の振興、地域資源の活用や観光資源の充実、そしてコミュニティ活動への支援等を行っています。
各部署の目標達成に向けては、まず市民課において、マイナンバーカードの交付率の向上を受け、窓口の混雑緩和によるサービス
の向上を目指します。
また、人権が常に尊重される地域社会の実現のため、令和４年度に改正された柏原市人権行政基本方針・推進プランに沿って、部
落差別を始めとする様々な人権課題の解消に向けて、啓発や相談体制の充実、平和事業の推進、さらには、令和６年度に予定して
いる「第４期かしわら男女共同参画プラン」の策定に向けて、今年度に策定の基礎資料となる「市民意識調査」を実施し、男女共
同参画社会の実現に向け、取組を進めます。
環境施策については、ごみの減量化を進め、地域のリサイクル活動を支援し、関係機関との連携により、河川の水質改善や環境整
備に努めます。
また、産業振興においては、既存の制度を見直すことで、市内空き店舗等を活用した新規出店の増加を目指すとともに、観光施策
においては、日本遺産を中心に、旅行会社のツアー誘致やプロモーションの充実、さらにはおもてなし環境を整備し、交流人口・
関係人口の増加を図ることで、にぎわいの創出に努めます。
最後に、防犯対策として、地域の皆様が安心して暮らしていただけるように、関係機関や地域コミュニティと一体となって、防犯
意識の高揚に努めるとともに、防犯カメラの設置を進め、生活防犯対策を一層推進することで、安全で安心して暮らせるまちを目
指します。

1

目標 （５）
令和5年度
達成状況

分野みんなでつくる暮らし続けられるまち 市政運営

窓口サービスの充実

令和5年度
達成状況

新規出店者に向けた支援策を利用しやすく改正し、市内空き店舗等を活用した新規出店の
増加を目指します。

地域資源を活かした魅力あふれるまち 分野 観光

交流人口・関係人口の増加とおもてなし環境の整備

市民部

奥野　秀樹（にぎわい観光担当）

小林　一裕

Ｅ：未実施（事業の取りやめなどにより評価不能又は困難。0%）

【達成度について】

Ａ：達成（目標を達成することができた。100%）

Ｂ：概ね達成（概ね目標どおり達成することができた。70%以上100%未満）

Ｃ：一部達成（目標の一部を達成できた。50%以上70%未満）

Ｄ：未達成（目標達成に向け取り組んだが、目標達成に至らなかった。50%未満）



今後検討すべきこと

総合評価・総括

達成状況 達成度

全体の達成度

所管室・課 市民課

↓ ↑
具体的取組

→

具体的な取組実績

庁舎内に設置した行政キヨスク端末により、住
民票等コンビニ交付サービスの利便性をアピー
ルし、利用促進をはかります。

→

市民部

マイナンバーカードの交付率が令和4年度末時
点で68.8％になったことから、コンビニ交付
サービスの更なる利用促進により、窓口の混雑
緩和をはかります。

今年度の達成目標

窓口サービスの充実

部

重点目標 1



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 市民部

重点目標 2
部落差別をはじめとする様々な人権問題の解決に向けて、周知・啓発の推進や相談体制の
充実及び平和事業の推進を図るとともに、男女共同参画社会の実現に向けた取組みを実施

↓ ↑

令和４年度に改定された人権行政基本方針・推
進プランに沿って関係団体と連携しながら、
様々な人権課題の解決に向けて、周知・啓発や
相談体制の充実を図ります。同時に平和事業の
推進に取り組みます。

→

今年度の達成目標 達成状況 達成度

男女共同参画社会の推進を目的として、法定に
て令和６年度に策定予定の「第４期かしわら男
女共同参画プラン」の基礎資料となる市民意識
調査を実施します。

→

具体的取組 具体的な取組実績

広報誌や市ウェブサイト、各種行事を活用した
啓発活動を引き続き実施します。また、相談者
一人ひとりに寄り添い、十分に傾聴することの
できるよう相談体制の充実を図ります。 →
所管室・課 人権推進課

具体的取組 具体的な取組実績

市民意識調査については、関連する法改正を反
映させるとともに、男女共同参画に関する実態
の把握を目的とした設問や実施方法などを調査
研究し、男女共同参画審議会に意見を図りなが
ら実施します。 →
所管室・課 人権推進課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 市民部

重点目標 3
安心して暮らせる生活環境の形成【ごみの分別、減量及びリサイク
ルの推進】

↓ ↑

拠点回収場所を増やすことにより、市民意識調
査の「環境保全」の満足度を前回数値より高め
ます。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

集団回収による回収量と実施団体数を、前年度
より増とすることを目指します。 →

具体的取組 具体的な取組実績

水銀による環境汚染を防止するため、水銀使用
廃製品について、市内公共施設における拠点回
収を実施します。 →
所管室・課 環境対策課

具体的取組 具体的な取組実績

町会やこども会などによる新聞紙等の回収事業
を拡大します。 →
所管室・課 環境対策課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 市民部

重点目標 4
新規出店者に向けた支援策を利用しやすく改正し、市内空き店舗等
を活用した新規出店の増加を目指します。

↓ ↑

柏原市で新規に出店したいという方を支援しま
す。 →

具体的取組 具体的な取組実績

柏原市新規出店促進事業者補助事業の一件当た
りの交付額を変更して、交付件数を増やしま
す。 →
所管室・課 産業振興課

具体的取組 具体的な取組実績

補助金交付後２年間にわたり、提出を求めてい
た業務報告を、交付の翌年度末のみとします。 →
所管室・課 産業振興課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 市民部

重点目標 5 交流人口・関係人口の増加とおもてなし環境の整備

↓ ↑

地域資源の活用により、知名度向上と交流人
口・関係人口の増加につなげます。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

観光資源の充実により、とおもてなし環境の整
備を図ります。 →

具体的取組 具体的な取組実績

日本遺産「龍田古道・亀の瀬」を中心に、本市
の地域資源を活用して、旅行会社のツアー誘致
およびメディア等へのプロモーションを行いま
す。 →
所管室・課 にぎわい観光課

具体的取組 具体的な取組実績

河川空間のオープン化に向けて、市役所前河川
敷公園での社会実験の実績を積むとともに、亀
の瀬では、来訪者の満足度を高め、滞在時間を
延ばすための取組を行います。 →
所管室・課 にぎわい観光課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 市民部

重点目標 6 防犯対策の推進

↓ ↑

警察などの関係団体と連携し、特殊詐欺被害や
女性や子どもに対する犯罪被害防止の啓発、市
民の防犯意識の高揚に努めるとともに、地域へ
の防犯カメラの設置を推進します。

→

今年度の達成目標 達成状況 達成度

市民意識調査の「防犯体制」満足度を前回数値
より高めます。 →

具体的取組 具体的な取組実績

関係機関や団体と連携し、防災無線を活用した
特殊詐欺被害防止の呼び掛けを実施するととも
に、犯罪被害防止に向けた啓発活動を行いま
す。また、防犯カメラ新設補助金の積極的な活
用を促進します。 →
所管室・課 地域連携支援課

具体的取組 具体的な取組実績

各目標の進捗率向上を図るため、上記の取組を
確実に実施することにより、市民満足度を高め
ます。 →
所管室・課 地域連携支援課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



【基本方針】

【重点目標】

Ｅ：未実施（事業の取りやめなどにより評価不能又は困難。0%）

【達成度について】

Ａ：達成（目標を達成することができた。100%）

Ｂ：概ね達成（概ね目標どおり達成することができた。70%以上100%未満）

Ｃ：一部達成（目標の一部を達成できた。50%以上70%未満）

Ｄ：未達成（目標達成に向け取り組んだが、目標達成に至らなかった。50%未満）

福祉こども部 森口　秀樹

令和5年度
達成状況

放課後児童会待機「ゼロ」の継続と安定した運営

安全で安心して健やかに暮らせるまち 分野 子育て支援

保育環境の充実と入所枠の適正化

（１）
令和5年度
達成状況

分野安全で安心して健やかに暮らせるまち 地域福祉

地域共生社会の実現に向けた地域福祉の推進

令和５年度 福祉こども部の運営方針

部 部長

2

目標 （１）
令和5年度
達成状況

安全で安心して健やかに暮らせるまち 分野 障害者福祉

障害の有無にかかわらず、誰もが個人として尊重される共生社会への取組の推進

「安全で安心して健やかに暮らせるまち」を実現するための関係する取組を政策目標とします。
目標を達成するため、支援を必要とする市民一人ひとりのニーズを的確に把握しながら、障害者、妊婦や
子育て世帯など誰もが、身近な地域で不安なく自立して暮らすことができるまちを目指し、生活困窮世帯
の自立支援、障害者の自立支援、妊娠期から子育て期までの伴走型支援、福祉サービスの質の向上と確保
等、多岐にわたる課題に対し、部内連携体制を強化しつつ、総合的に取り組みます。

1

目標

3

目標 （１） 安全で安心して健やかに暮らせるまち 分野

妊娠期から子育て期における切れ目のない支援の充実

令和5年度
達成状況

令和5年度
達成状況

子育て支援

安全で安心して健やかに暮らせるまち 分野 子育て支援

6

目標 （１）
令和5年度
達成状況

安全で安心して健やかに暮らせるまち 分野 地域福祉

福祉サービス事業者の健全かつ適正な運営及びサービスの質の確保

5

目標 （１）

4

目標 （１）



→

福祉こども部

達成度

各相談機関の横のつながりを強化し、包括的支
援を推進します。 →

地域住民が集える社会的居場所づくり事業の取
組を推進します。

今年度の達成目標 達成状況

今年度の達成目標

地域共生社会の実現に向けた地域福祉の推進

部

重点目標 1

↓ ↑
具体的取組

→

具体的な取組実績

孤立化しやすい高齢者や子どもの社会的居場所
を充実させるため、新たに社会的居場所づくり
事業に取り組む団体を増やすための取組を実施
します。

総合評価・総括

達成状況 達成度

具体的取組 具体的な取組実績

→

全体の達成度

複合的な生活困窮相談において、相談支援体制
の連携強化を図るため、ＣＳＷを中心とした相
談窓口体制を構築します。

所管室・課 福祉総務課

所管室・課 福祉総務課

今後検討すべきこと



総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

障害のある人がより円滑に安心して日常生活を
送ることができるよう、日常生活支援用具等の
生活支援サービスや日中活動の場の充実を進め
ます。 →
所管室・課 障害福祉課

具体的取組 具体的な取組実績

第5次柏原市総合計画が掲げるインクルーシブ
な社会の構築を目指し、現計画の進捗状況や社
会的ニーズの変化を反映させながら、市民アン
ケート及び事業所等へのヒアリングを実施しま
す。 →
所管室・課 障害福祉課

↓ ↑

「第6期障害福祉計画及び第2期障害児福祉計
画」の最終年度として、成果目標及び活動指標
を達成するとともに、障害者施策の充実に向
け、次期計画を策定します。

→

今年度の達成目標 達成状況 達成度

「柏原市障害者計画」が掲げる基本目標であ
る、障害のある人が住み慣れた地域で安心して
自立した生活がおくれるまちを目指し、生活支
援サービスの充実を図ります。

→

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 福祉こども部

重点目標 2
障害の有無にかかわらず、誰もが個人として尊重される共生社会へ
の取組の推進



総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

一体的相談支援機関である「こども家庭セン
ター」の設置に向けた周辺環境の整備や専門職
の適正配置などの準備を進めます。 →
所管室・課 こども家庭安心課

具体的取組 具体的な取組実績

妊娠期からの伴走型相談支援の実施及び乳幼児
健康診査や訪問指導において切れ目のない相談
支援を実施します。 →
所管室・課 こども家庭安心課

↓ ↑

すべての子どもとその家庭及び妊産婦等が、切
れ目のない支援を継続して受けることができる
環境の充実を図ります。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

支援の必要な妊婦及び子育て世帯の把握に努
め、児童虐待の発生防止及び早期発見のため、
相談支援の充実をはかります。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 福祉こども部

重点目標 3 妊娠期から子育て期における切れ目のない支援の充実



総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

放課後児童会が学校生活の延長ではなく、日常
の「遊び・生活の場」として過ごすことができ
るよう、ハード面だけでなくオンラインプログ
ラムを活用した新しい取組を行うなど、児童が
興味を持って楽しく過ごせる環境づくりを進め
ます。

→
所管室・課 子育て支援課

具体的取組 具体的な取組実績

児童会施設の老朽化に伴う修繕等を行うととも
に、入会児童数を踏まえて学校の余裕教室等も
活用できるよう、学校と協議を進めます。
また、指導員について、ハローワークと連携し
た採用活動による人材の確保を行うとともに、
スキルアップのために持続性のある専門研修を
実施します。

→
所管室・課 子育て支援課

↓ ↑

放課後児童会への入会希望児童をすべて受け入
れ、待機児童「ゼロ」を継続します。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

子どもたちが安全で安心して生活ができる「居
場所」としての放課後児童会のサービスの向上
を図り、安定的な運営を目指します。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 福祉こども部

重点目標 4 放課後児童会待機「ゼロ」の継続と安定した運営



総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

保育ニーズの把握に努めると共に、民間保育園
等の保育士確保の取組に対する助成を継続する
など、保育人材の確保に努めることで入所枠の
適正化を図ります。 →
所管室・課 こども施設課

具体的取組 具体的な取組実績

公立２施設の調理室改修工事を実施するととも
に、調理業務を実施する事業者の選定を行いま
す。また、登降園システムの導入や保育環境の
充実に向けた施設整備を実施する民間施設に対
し、国の交付金等を活用した助成を行います。 →
所管室・課 こども施設課

↓ ↑

保育施設の給食の安定供給を目指し、令和６年
度から全ての公立こども園、保育所において自
園調理が開始できるよう準備を進めます。ま
た、児童の安全確保や保護者の利便性向上に繋
がる取組を推進します。

→

今年度の達成目標 達成状況 達成度

年度当初の待機児童ゼロの達成を目指し、入所
枠の適正化を図ります。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 福祉こども部

重点目標 5 保育環境の充実と入所枠の適正化



総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

事業運営に必要な情報をホームページ等で発信
します。 →
所管室・課 福祉指導監査課

具体的取組 具体的な取組実績

関係法令等に基づき、事業者に対し、集団指
導、運営（実地）指導等を実施します。 →
所管室・課 福祉指導監査課

↓ ↑

福祉サービス事業者の健全かつ適正な運営及び
サービスの質の確保を図ります。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

福祉サービス事業者が適正に運営できるよう、
必要とする情報を迅速に提供します。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 福祉こども部

重点目標 6 福祉サービス事業者の健全かつ適正な運営及びサービスの質の確保



【基本方針】

【重点目標】

Ｅ：未実施（事業の取りやめなどにより評価不能又は困難。0%）

【達成度について】

Ａ：達成（目標を達成することができた。100%）

Ｂ：概ね達成（概ね目標どおり達成することができた。70%以上100%未満）

Ｃ：一部達成（目標の一部を達成できた。50%以上70%未満）

Ｄ：未達成（目標達成に向け取り組んだが、目標達成に至らなかった。50%未満）

健康部 田中　徹

令和5年度
達成状況

高齢者が自主的に身体機能向上を行うための基盤の整備

安全で安心して健やかに暮らせるまち 分野 健康づくり

国民健康保険事業の健全な運営の推進

（１）
令和5年度
達成状況

分野安全で安心して健やかに暮らせるまち 医療・保健

新型コロナウイルスワクチン接種を始めとする予防接種事業の推進

令和５年度 健康部の運営方針

部 部長

2

目標 （１）
令和5年度
達成状況

安全で安心して健やかに暮らせるまち 分野 健康づくり

市民の健康意識の向上と主体的な健康づくりの推進

「地域のつながりの中で、いつまでも健康で安心して暮らしている」の実現を政策目標とします。
目標を達成するため、誰もが、身近な地域で、生涯を通じて健康に不安なく、自立して暮らすことができ
るまちを目指し、コロナ禍の影響で、弱くなった地域力の復活を図り、高齢者福祉の増進と健康寿命の延
伸、健康づくり等の課題に対し、部内のみならず他部署との連携も強化して総合的に取り組みます。

1

目標

3

目標 （１） 安全で安心して健やかに暮らせるまち 分野

高齢者が住み慣れた地域で生きがいを持って暮らせる環境づくりの推進

令和5年度
達成状況

令和5年度
達成状況

高齢者福祉

安全で安心して健やかに暮らせるまち 分野 高齢者福祉

5

目標 （１）

4

目標 （１）



→

健康部

達成度

子宮頸がんワクチン接種における9価ワクチン
定期接種化の周知や令和6年度が終期となる
キャッチアップ接種を促進するとともに、同じ
く令和6年度終期の風しん第5期定期接種を促進
します。

→

新型コロナウイルスワクチン接種において、希
望する市民が円滑に接種できる体制を整え、接
種を促進します。

今年度の達成目標 達成状況

今年度の達成目標

新型コロナウイルスワクチン接種を始めとする予防接種事業の推進

部

重点目標 1

↓ ↑
具体的取組

→

具体的な取組実績

新型コロナウイルスワクチン接種の個別接種に
おいて円滑に接種が進むよう、適切な情報提供
を行うとともに、適切な時期に接種対象者に接
種券を送付します。

総合評価・総括

達成状況 達成度

具体的取組 具体的な取組実績

→

全体の達成度

各予防接種について円滑な接種が進むよう、適
切な情報提供を行うとともに、必要に応じて個
別通知などの接種勧奨を行います。

所管室・課 健康づくり課

所管室・課 健康づくり課

今後検討すべきこと



総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

柏原市歯科医師会と協働し、歯周疾患検診を受
診された70歳の市民から健康な歯を24本以上有
している方を推薦いただき、それらの方を表彰
することで歯科口腔ケアの推進と歯周疾患検診
の受診率向上に取り組みます。 →
所管室・課 健康づくり課

具体的取組 具体的な取組実績

健康づくりプロジェクトチームにおいて、大阪
教育大学と協働で健康づくりに関するシンボル
マークの作成や地域のコミュニティ会館を活用
した健康教室を開催することで、市民の主体的
な健康づくりを支援します。 →
所管室・課 健康づくり課

↓ ↑

健康づくりプロジェクトチームによる健康づく
り事業の啓発や取組を充実させます。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

歯科口腔ケア事業の推進について、70歳で健康
な歯を24本以上有している市民を増やすため、
歯周疾患検診における「7024コンクール」を実
施します。

→

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 健康部

重点目標 2 市民の健康意識の向上と主体的な健康づくりの推進



総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

固定電話に設置する緊急通報装置が使用できな
い方のために、携帯電話回線を利用した緊急通
報装置を新たに導入するとともに普及を図りま
す。 →
所管室・課 高齢介護課

具体的取組 具体的な取組実績

認知症やその疑いのある高齢者など、徘徊の可
能性がある方へ、市役所や警察など関係機関の
連絡先が分かるＱＲコード付きシールの配布を
行います。 →
所管室・課 高齢介護課

↓ ↑

高齢者の徘徊時に早期発見を可能とするための
支援を拡充します。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

緊急通報システムの利用者数を増加します。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 健康部

重点目標 3
高齢者が住み慣れた地域で生きがいを持って暮らせる環境づくりの
推進



総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

地域包括支援センターと連携を図り、介護予防
ポイント事業やボランティアポイント事業の高
齢者への案内の周知を強化します。 →
所管室・課 高齢介護課

具体的取組 具体的な取組実績

住民や介護関係者に対する講演会、自立支援型
地域ケア会議を開催し、短期集中予防サービス
の周知・普及を行います。 →
所管室・課 高齢介護課

↓ ↑

短期集中予防サービスの利用者数の増加を図り
ます。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

介護予防活動に取り組む高齢者の増加を図りま
す。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 健康部

重点目標 4 高齢者が自主的に身体機能向上を行うための基盤の整備



総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

納付相談の機会を増やします。また滞納処分を
適切に実施します。 →
所管室・課 保険年金課

具体的取組 具体的な取組実績

特定健診などの受診勧奨を行い、未受診者対策
を実施します。 →
所管室・課 保険年金課

↓ ↑

被保険者の生活習慣病の発症や重症化を予防す
るため、特定健診の受診率向上を図ります。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

国民健康保保険財政の健全な運営を推進するた
め、保険料の収納率向上を図ります。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 健康部

重点目標 5 国民健康保険事業の健全な運営の推進



【基本方針】

【重点目標】

5

目標 （３）

4

目標 （３）

6

目標 （３）
令和5年度
達成状況

利便性と快適性の高い住みよいまち 分野 公共交通

公共交通施策の推進

令和5年度
達成状況

令和5年度
達成状況

土地利用

利便性と快適性の高い住みよいまち 分野 公園・緑地

3

目標 （３） 利便性と快適性の高い住みよいまち 分野

都市基盤の整備計画の推進

令和５年度 都市デザイン部の運営方針

部 部長

2

目標 （１）
令和5年度
達成状況

安全で安心して健やかに暮らせるまち 分野 交通安全

交通安全対策の推進

都市デザイン部では、道路、河川、公園等の都市基盤施設について、利便性向上のための整備や災害に強
いまちづくりを実現するための日常及び計画的な維持補修、長寿命化、耐震化の取組を行います。また、
住宅等の耐震化及び空家等対策の促進を図ります。
公園や広場、緑地については、市民協働による憩いとやすらぎの場にするとともに、災害時の一時避難に
も利用できるよう、安全で安心な施設として維持保全に努めます。
あわせて、市民の利便性向上や地域の活性化、防災体制の強化を図るため、バリアフリー化の促進や緊急
交通路などの整備を促進します。
交通安全対策としては、警察や交通安全協会と連携し、交通事故や放置自転車の減少に努め、市民の安全
意識の高揚を図るための啓発活動の充実や通学路の安全対策に取り組みます。
市内循環バスについては、公共交通施策を推進するため市民のニーズや利用状況を把握し、効果的効率的
な運行に努めるとともに、利用者の利便性向上のため取組を推進します。

1

目標 （１）
令和5年度
達成状況

分野安全で安心して健やかに暮らせるまち 防災

災害に強い強靭なまちづくりの推進

令和5年度
達成状況

市民協働による、みどり豊かなまちづくりの推進と快適で安全安心な公園、広場とするた
めの維持管理

利便性と快適性の高い住みよいまち 分野 道路

都市基盤の計画的、効果的な整備と維持補修の推進

都市デザイン部 森本　貞男

Ｅ：未実施（事業の取りやめなどにより評価不能又は困難。0%）

【達成度について】

Ａ：達成（目標を達成することができた。100%）

Ｂ：概ね達成（概ね目標どおり達成することができた。70%以上100%未満）

Ｃ：一部達成（目標の一部を達成できた。50%以上70%未満）

Ｄ：未達成（目標達成に向け取り組んだが、目標達成に至らなかった。50%未満）



今後検討すべきこと

総合評価・総括

達成状況 達成度

具体的取組 具体的な取組実績

→

全体の達成度

道路整備に必要な用地取得を進め、上市法善寺
線において道路整備工事（歩道整備）に取り組
みます。
また、田辺旭ヶ丘線において工事に向けた詳細
設計及び埋設物調査を行います。

所管室・課 都市政策課

所管室・課 都市政策課

↓ ↑

具体的取組

→

具体的な取組実績

橋脚部においてコンクリート巻立てによる耐震
補強を行います。また、コンクリート床版のひ
び割れ補修及びはく落防止、鋼桁端部の塗替え
塗装、落橋防止装置の設置を行います。

具体的取組 具体的な取組実績

建物所有者に耐震化に対する理解を更に深めて
頂くよう個別訪問や相談会等を実施し、耐震化
の普及啓発に努めます。 →
所管室・課 都市開発課

→

都市デザイン部

達成度

道路強靭化に向け、上市法善寺線の道路整備を
行います。また、都市計画道路田辺旭ヶ丘線の
整備を推進します。 →

柏原市橋の長寿命化計画に基づき国分寺大橋の
補修と大規模地震に備えた耐震補強工事を進め
ます。

今年度の達成目標 達成状況

今年度の達成目標

災害に強い強靭なまちづくりの推進

部

重点目標 1

今年度の達成目標 達成状況 達成度

耐震診断、耐震改修、除却、ブロック塀撤去の
補助制度について、前年度からの利用者数を増
加させます。 →



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 都市デザイン部

重点目標 2 交通安全対策の推進

↓ ↑

通学路の安全対策について、通学路点検等を継
続して実施し、通学路の安全・安心確保に努め
ます。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

啓発活動を通じて、交通事故ゼロ、また駅前自
転車等放置禁止区域において、自転車等の放置
台数ゼロを目指します。 →

具体的取組 具体的な取組実績

｢柏原市交通安全総合整備計画」に位置付けて
いる水路の暗渠化・フェンスの設置・道路照明
灯の設置等の詳細設計に基づき、工事に着手し
ます。 →
所管室・課 交通政策課

具体的取組 具体的な取組実績

関係機関と連携をしながら、交通安全キャン
ペーン等やウェブサイト、市広報誌等を活用し
た啓発活動を行うとともに市内認定こども園・
小学校等において交通安全教室を行います。
また、放置自転車等の対策として、駅前の放置
自転車等に対する街路指導等を強化します。

→
所管室・課 交通政策課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 都市デザイン部

重点目標 3 都市基盤の整備計画の推進

↓ ↑

柏原駅東地区のまちづくり構想の策定を行いま
す。
また、大県本郷線(ＪＲアンダーパス部)開通後
の交通状況を把握します。

→

今年度の達成目標 達成状況 達成度

西名阪自動車道スマートインターチェンジの設
置検討を行います。 →

具体的取組 具体的な取組実績

柏原駅東地区のまちづくりの方向性を検討し、
柏原駅東地区のまちづくり基本構想を策定しま
す。
また、柏原駅周辺の13地点で、交通量調査を実
施します。 →
所管室・課 都市政策課

具体的取組 具体的な取組実績

西名阪自動車道スマートインターチェンジ整備
後の交通量予測と整備効果の検証を行います。
また、必要性・費用対効果等からスマートイン
ターチェンジの設置位置・構造の決定を行いま
す。 →
所管室・課 都市政策課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



具体的取組 具体的な取組実績

市内の公園では、遊具や施設の点検及び補修、
あるいは草刈、樹木の剪定などを行なうほか、
公園施設長寿命化計画の策定を行います。 →
所管室・課 都市管理課

今年度の達成目標 達成状況

公園が、安全で、安心して利用でき、憩いとや
すらぎの場となるように維持管理に努めます。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 都市デザイン部

重点目標 4
市民協働による、みどり豊かなまちづくりの推進と快適で安全安心
な公園、広場とするための維持管理

↓ ↑

公園や緑地などにおいて、地域の皆様との協働
による、みどり豊かなまちづくりを進め、愛着
をもっていただける場となるように努めます。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

河川空間のオープン化実現に向け、協議会によ
り地域との合意を図り、大和川河川事務所等と
連携し、都市・地域再生等利用区域の指定に向
け進めます。

→

達成度

具体的取組 具体的な取組実績

広報紙などで市民協働による草花の植栽を呼び
かけ、希望される町会や団体などに、季節の花
苗などを配布し、公園や緑地などの公共の場
で、地域の皆様との協働による草花の植栽を行
います。 →
所管室・課 都市管理課

具体的取組 具体的な取組実績

柏原市大和川河川空間利用調整協議会を開催
し、都市・地域再生等利用区域の指定の要望を
行います。 →
所管室・課 都市管理課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 都市デザイン部

重点目標 5 都市基盤の計画的、効果的な整備と維持補修の推進

↓ ↑

車両通行の安全確保及び農林業生産性の向上を
図るため、信貴太平寺線の道路整備を行いま
す。
また、平成31年3月に策定した柏原市バリアフ
リー基本構想における生活関連経路の整備を進
めます。

→

今年度の達成目標 達成状況 達成度

道路の維持管理について、通行の安全を最優先
に考えて、計画的及び効果的な維持補修により
車両及び歩行者の安全な通行の確保に努めま
す。

→

具体的取組 具体的な取組実績

令和6年度の完成に向け、信貴太平寺線の道路
拡幅工事（3工区・延長約200m）を行います。
また、生活関連経路である山ノ井法善寺線の歩
道を含む道路整備工事(1工区・延長約220ｍ)を
行います。 →
所管室・課 都市政策課

具体的取組 具体的な取組実績
道路の舗装工事を、舗装修繕計画に基づいて行います。ま
た、ＪＲ高井田駅歩道橋の補修工事に向けた設計業務を行
います。
道路パトロールや市民からの通報により道路面や路肩など
の破損、陥没等を確認した場合は、迅速に補修工事を行い
ます。
市が管理する街路灯について、ＬＥＤ化によるカーボン
ニュートラルの推進、コスト軽減を図ると同時に、街路灯
管理受付システムの構築を行います。

→
所管室・課 都市管理課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 都市デザイン部

重点目標 6 公共交通施策の推進

↓ ↑

市内循環バスの運行最適化に向けた検討を行い
ます。
また、公共交通に関する住民ニーズの把握に努
めます。

→

今年度の達成目標 達成状況 達成度

市内における公共交通の利便性向上のため、民
間事業者との連携を図ります。 →

具体的取組 具体的な取組実績

市内循環バスの乗車区間データ(ODデータ)の分
析やバス利用者へのアンケートを行い、利用状
況の分析を行います。
また、公共交通に関する住民ニーズの把握に向
け、地域住民へのアンケートやヒアリングを行
います。

→
所管室・課 交通政策課

具体的取組 具体的な取組実績

公共交通事業者等と意見交換等を行い、新たな
公共交通の導入に向けた検討を行います。 →
所管室・課 交通政策課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



【基本方針】

【重点目標】

Ｅ：未実施（事業の取りやめなどにより評価不能又は困難。0%）

【達成度について】

Ａ：達成（目標を達成することができた。100%）

Ｂ：概ね達成（概ね目標どおり達成することができた。70%以上100%未満）

Ｃ：一部達成（目標の一部を達成できた。50%以上70%未満）

Ｄ：未達成（目標達成に向け取り組んだが、目標達成に至らなかった。50%未満）

会計管理室 杉本　利夫

令和5年度
達成状況

分野

適正かつ迅速な出納事務の執行

令和５年度 会計管理室の運営方針

室 会計管理者

2

目標
令和5年度
達成状況

分野

公金の適正管理及び運用

会計管理室は、予算を執行する機関に対して、内部けん制する権限が与えられており、これらの事務を担
当する会計管理室は、会計管理者の補助組織として、公金の収支及び保管、支出負担行為の確認、決算の
調製など会計管理者の権限に属する出納事務を担当しています。
そのため、出納事務の執行に当たっては、法律等に基づき、予算執行が適正に行われているかを厳正に審
査し、適正かつ迅速な出納事務の執行と公金の適正管理に努めてまいります。
また、公金の運用については、社会経済状況を見ながら、安全確実かつ有利な方法で行います。

1

目標

3

目標 分野

指定金融機関等の検査の実施

令和5年度
達成状況



→

会計管理室

公金の収支が法令等に基づき、適正に執行され
るよう厳正な審査を行うことで、さらなる信頼
性の高い市政の確立を目指します。

今年度の達成目標

適正かつ迅速な出納事務の執行

室

重点目標 1

↓ ↑
具体的取組

→

具体的な取組実績

支出命令書の作成等を法令等に基づき審査し、
適正かつ迅速な支払事務を行います。

総合評価・総括

達成状況 達成度

具体的取組 具体的な取組実績

→

全体の達成度

審査の結果、書類不備等がある場合、各部署の
担当者に対して助言・指導を行うことで、適正
な出納事務を行います。

所管室・課 会計管理室

所管室・課 会計管理室

今後検討すべきこと



総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

基金については、歳計現金への繰替運用と基金
を一括して安全確実かつ有利な方法で運用しま
す。 →
所管室・課 会計管理室

具体的取組 具体的な取組実績

歳計現金において収支見込を把握し、余裕資金
が生じる場合には、安全確実かつ有利な方法で
運用します。 →
所管室・課 会計管理室

↓ ↑

公金の管理及び運用については、安全確実かつ
有利な方法により管理し、効率的な資金運用を
行います。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

室 会計管理室

重点目標 2 公金の適正管理及び運用



総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

収納代理金融機関については、会計管理室への
検査対象書類の提出を求め、検査を行います。 →
所管室・課 会計管理室

具体的取組 具体的な取組実績

指定金融機関及び指定代理金融機関について
は、会計管理室職員が出向き、公金収納等の関
係帳票の検査を行います。 →
所管室・課 会計管理室

↓ ↑

指定金融機関等に対して、公金の収納や支払等
の事務が適正に処理されているかを確認しま
す。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

室 会計管理室

重点目標 3 指定金融機関等の検査の実施



【基本方針】

【重点目標】

5

目標 （３）

4

目標 （３）

令和5年度
達成状況

令和5年度
達成状況

下水道

利便性と快適性の高い住みよいまち 分野 上水道

3

目標 （３） 利便性と快適性の高い住みよいまち 分野

持続的・効率的な下水道サービスの提供

令和５年度 上下水道部の運営方針

部 部長

2

目標 （３）
令和5年度
達成状況

利便性と快適性の高い住みよいまち 分野 下水道

生活排水の適正な処理

「安全で安心して健やかに暮らせるまち」、「利便性と快適性の高い住みよいまち」を目標に事業を推進
します。

下水道事業では、公共下水道整備第８次五箇年計画及びストックマネジメント計画に基づき、次の事業に
取り組みます。
① 浸水：雨水ポンプ場施設の老朽化設備機器の改築更新と片山雨水ポンプ場に市内の雨水ポンプ場を遠
方監視する装置の整備
② 生活排水：公共下水道の整備推進と公共下水道計画区域外での市町村設置型浄化槽の整備
③ 持続的・効率的な下水道サービスの提供：包括的民間業務委託の導入による下水道管路等の迅速かつ
適正な維持管理

水道事業では、柏原市水道事業ビジョン2019～2028の理想像である安全・強靭・持続の実現を目指し、次
の事業を進めます。
④ 水道システムの強靭化：老朽化した施設管路等の更新
⑤ 安定的な事業運営：水道水の安定供給と運営基盤の強化

1

目標 （１）
令和5年度
達成状況

分野安全で安心して健やかに暮らせるまち 防災

浸水被害の防止

令和5年度
達成状況

水道システムの強靭化

利便性と快適性の高い住みよいまち 分野 上水道

安定的な事業運営

上下水道部 瀬田友之

Ｅ：未実施（事業の取りやめなどにより評価不能又は困難。0%）

【達成度について】

Ａ：達成（目標を達成することができた。100%）

Ｂ：概ね達成（概ね目標どおり達成することができた。70%以上100%未満）

Ｃ：一部達成（目標の一部を達成できた。50%以上70%未満）

Ｄ：未達成（目標達成に向け取り組んだが、目標達成に至らなかった。50%未満）



今後検討すべきこと

総合評価・総括

達成状況 達成度

具体的取組 具体的な取組実績

→

全体の達成度

片山雨水ポンプ場に遠方監視するための装置の
整備を進めます。

所管室・課 下水工務課

所管室・課 下水工務課

↓ ↑
具体的取組

→

具体的な取組実績

老朽化したポンプ・電気設備の更新を行いま
す。

→

上下水道部

達成度

ストックマネジメント計画に基づき市内の雨水
ポンプ場を遠方監視するシステムの構築を進め
ます。 →

ストックマネジメント計画に基づき雨水ポンプ
場の設備の改築・更新工事を進め、施設の信頼
性・機能性の向上を図ります。

今年度の達成目標 達成状況

今年度の達成目標

浸水被害の防止

部

重点目標 1



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 上下水道部

重点目標 2 生活排水の適正な処理

↓ ↑

公共下水道整備第８次五箇年計画に基づき汚水
整備を行い、令和５年度末の人口普及率８８．
８％を目指します。 →

具体的取組 具体的な取組実績

約３ｈａの汚水整備を行います。

→
所管室・課 下水工務課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 上下水道部

重点目標 3 持続的・効率的な下水道サービスの提供

↓ ↑

包括的民間業務委託を導入し、維持管理業務の
迅速化、適正化の向上を図ります。 →

具体的取組 具体的な取組実績

包括的民間業務委託を開始するため、事業者と
要求水準書・提案書等の確認を行い、契約を締
結します。 →
所管室・課 下水工務課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 上下水道部

重点目標 4 水道システムの強靭化

↓ ↑

老朽化した機械設備や電気設備を更新し、設備
の信頼性向上を図ります。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

老朽化した管路の更新、耐震化を進め、管路の
耐震適合率47％を目指します。 →

具体的取組 具体的な取組実績

玉手浄水場、鉄工団地ポンプ場他において、ポ
ンプ及び制御機器などの設備を更新します。 →
所管室・課 水道工務課

具体的取組 具体的な取組実績

水道管約３㎞を更新します。

→
所管室・課 水道工務課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 上下水道部

重点目標 5 安定的な事業運営

↓ ↑

漏水や設備異常の早期発見と修繕により、水の
安定供給を維持します。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

近隣団体との広域連携を進めるとともに、大阪
広域水道企業団と令和７年度に統合する方針を
決定します。 →

具体的取組 具体的な取組実績

柏原地区を中心に漏水調査と水管橋・弁栓類の
点検などを行うことにより、維持管理を行いま
す。 →
所管室・課 水道工務課

具体的取組 具体的な取組実績

近隣団体との業務の共同発注及び大阪広域水道
企業団との統合に向けた検討、協議を行いま
す。 →
所管室・課 経営総務課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



【基本方針】

【重点目標】

Ｅ：未実施（事業の取りやめなどにより評価不能又は困難。0%）

【達成度について】

Ａ：達成（目標を達成することができた。100%）

Ｂ：概ね達成（概ね目標どおり達成することができた。70%以上100%未満）

Ｃ：一部達成（目標の一部を達成できた。50%以上70%未満）

Ｄ：未達成（目標達成に向け取り組んだが、目標達成に至らなかった。50%未満）

病院事務局 中川　拓也

（１）
令和5年度
達成状況

分野安全で安心して健やかに暮らせるまち 医療・保健

医療提供体制の充実

令和５年度 病院事務局の運営方針

局 局長

2

目標 （１）
令和5年度
達成状況

安全で安心して健やかに暮らせるまち 分野 医療・保健

持続可能な医療提供体制の確保

市立柏原病院では、自治体病院が担うべき地域医療の中心的な役割を果たすため、前年度に引き続き新型
コロナウイルス感染症への対応にあたるとともに、夜間、休日を含め必要となる医師数を確保し良質な医
療の提供に努めてまいります。

1

目標



→

病院事務局

達成度

新型コロナウイルス感染症の収束後に向けた病
床の再編に取り組みます。 →

地域医療の拠点として新型コロナウイルス感染
症への対応にあたります。

今年度の達成目標 達成状況

今年度の達成目標

医療提供体制の充実

局

重点目標 1

↓ ↑
具体的取組

→

具体的な取組実績

新型コロナウイルス感染症が一定の収束を迎え
るまで、感染症患者さんの受入病床の確保や発
熱外来の運営に取り組みます。

総合評価・総括

達成状況 達成度

具体的取組 具体的な取組実績

→

全体の達成度

新型コロナウイルス感染症への対応を優先する
ため、現在（令和５年４月時点）休止している
病棟の再稼働に向けた検討を進めます。

所管室・課 医事総務課

所管室・課 医事総務課

今後検討すべきこと



総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

医師の働き方改革（医師の時間外労働規制等）
に対応するため、適切な労務管理のもと適正な
医師数の確保に取り組みます。 →
所管室・課 医事総務課

↓ ↑

休日、夜間を含め適正な医療提供体制を維持
し、医療を提供します。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

局 病院事務局

重点目標 2 持続可能な医療提供体制の確保



【基本方針】

【重点目標】

5

目標 （４）

4

目標 （４）

6

目標 （２）
令和5年度
達成状況

地域資源を活かした魅力あふれるまち 分野 歴史・文化

文化財の保存、整備、活用

令和5年度
達成状況

令和5年度
達成状況

学校教育

やさしさと思いやりを育むまち 分野 学校教育

3

目標 （４） やさしさと思いやりを育むまち 分野

教育支援の充実

令和５年度 教育部の運営方針

部

監

部長

2

目標 （４）
令和5年度
達成状況

やさしさと思いやりを育むまち 分野 学校教育

学力・体力の向上

教育部ではこれからの社会変化に対応できる、「生きる力」を持った子供の育成に向けて、効果的な学校教育と、安
全で快適な教育環境の整備を推進します。
学校教育においては、幼小中一貫教育を推進し連続性のある英語教育やキャリア教育に取り組みます。学力向上につ
いては、ICT等を効果的に活用した授業づくりを進め、体力向上については、体育の授業や部活動の充実に向け取り
組みます。教育支援の充実については、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の専門人材を積極的
に活用し、多様化する子どもたちへの支援体制を強化します。快適な教育環境の整備については、引き続き学校トイ
レの洋式化を行い、体育館の空調設備設置については、中学校に引き続き小学校にも着手します。
生涯学習においては、市民が生涯にわたって、いつでもどこでも自主的に学習に取り組める環境の整備を進めるとと
もに、電子図書館の更なる利用促進に向けたコンテンツの充実等により、「知の拠点」としての図書館機能の強化を
目指します。また、生涯スポーツを振興するため幅広い世代が気軽にスポーツを体験できるイベントの開催等によ
り、市民の体力向上及び健康増進を図ります。
さらには、文化財の適切な維持管理により、歴史的、文化的資源の保護継承を図るとともに、本市の歴史的な魅力を
積極的に情報発信することで、市民の地元への誇りや郷土愛を醸成します。
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目標 （４）
令和5年度
達成状況

分野やさしさと思いやりを育むまち 学校教育

幼小中一貫教育の推進

令和5年度
達成状況

快適な教育環境の整備

やさしさと思いやりを育むまち 分野 生涯学習

多様な学習機会と気軽に楽しめる生涯スポーツの提供

理事（監）

教育部

中平　好美（教育監）

桐藤　英樹

Ｅ：未実施（事業の取りやめなどにより評価不能又は困難。0%）

【達成度について】

Ａ：達成（目標を達成することができた。100%）

Ｂ：概ね達成（概ね目標どおり達成することができた。70%以上100%未満）

Ｃ：一部達成（目標の一部を達成できた。50%以上70%未満）

Ｄ：未達成（目標達成に向け取り組んだが、目標達成に至らなかった。50%未満）



今後検討すべきこと

総合評価・総括

達成状況 達成度

具体的取組 具体的な取組実績

→

全体の達成度

職場体験の取組みの実施や、SDGsについて探求
的に学ぶ活動を推進します。

所管室・課 指導課

所管室・課 指導課

↓ ↑
具体的取組

→

具体的な取組実績

幼小中一貫教育推進教員を各中学校区に配置
し、実践例の交流や研修を推進します。

→

教育部

英語教育の充実とキャリア教育を重点項目に位
置付け、子どもたちが感じる校種間の段差を更
に軽減させます。

今年度の達成目標

幼小中一貫教育の推進

部

重点目標 1



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 教育部

重点目標 2 学力・体力の向上

↓ ↑

ICT等を活用した授業改善に取り組み、学力の
向上を図ります。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

体育の授業や部活動の充実により、体力の向上
を図ります。 →

具体的取組 具体的な取組実績

学力向上推進委員会を年間10回実施します。
ICT支援員、学校司書を全校に配置し、ICTを効
果的に活用できる授業の推進、読書活動の推進
を進めます。 →
所管室・課 指導課

具体的取組 具体的な取組実績

全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果を
分析し、広く市民に周知します。
小学校３・４年生の体力等の状況について把握
し、分析します。
部活動補助指導員を増員し、各中学校に配置し
ます。

→
所管室・課 指導課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 教育部

重点目標 3 教育支援の充実

↓ ↑

子どもたちが安心して学校生活を送ることがで
きるよう学校の教育支援を充実させます。 →

具体的取組 具体的な取組実績

スクールカウンセラーを全小学校及び教育研究
所に配置します。
スクールソーシャルワーカーを全ての中学校区
に配置し、活用を進めます。 →
所管室・課 指導課

具体的取組 具体的な取組実績

学校教育支援指導員や日本語指導員を学校の
ニーズに応じて配置します。
支援教育コーディネーター会議及び研修会を実
施します。 →
所管室・課 指導課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 教育部

重点目標 4 快適な教育環境の整備

↓ ↑

快適な教育環境の整備に取り組みます。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

柏原市小・中学校適正規模・適正配置基本方針
に基づき、教育効果を高める取組の研究を進め
ます。 →

具体的取組 具体的な取組実績

トイレの洋式化を進め、小学校体育館への空調
設置に着手します。 →
所管室・課 教育総務課

具体的取組 具体的な取組実績

少子化に伴う状況を把握するため、各学校にお
ける児童生徒数の推計調査を年２回行います。
９年間のカリキュラム作成や連続性のあるイン
クルーシブ教育システム構築等、小中一貫教育
先進校の視察や情報収集に取り組みます。 →
所管室・課 学務課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 教育部

重点目標 5 多様な学習機会と気軽に楽しめる生涯スポーツの提供

↓ ↑

だれもが利用しやすく親しみやすい図書館とな
るよう環境づくりに努めるとともに知の拠点と
しての機能強化を目指します。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

市民意識調査の「スポーツ振興」の満足度を高
めます。 →

具体的取組 具体的な取組実績

図書館では、子どもから高齢者、さらには障害
を抱える方が、より本に親しんでいただけるよ
う、「おはなし会」や「としょかんマルシェ」
等のイベントを開催するとともに、図書館機能
をより強化するため、電子書籍のラインナップ
を充実させてまいります。

→
所管室・課 図書館

具体的取組 具体的な取組実績

市内体育施設の管理運営及び柏原シティキャン
パスマラソン等の事業の充実によって、市民が
身近にスポーツに親しめる環境づくりを進めま
す。 →
所管室・課 スポーツ推進課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと



今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 教育部

重点目標 6 文化財の保存、整備、活用

↓ ↑

史跡をはじめとする文化財の適切な維持管理及
び整備に努めます。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

文化財を公開・活用し、地域の歴史や文化に親
しむ機会を提供します。 →

具体的取組 具体的な取組実績

史跡や遺構の劣化防止対策を行います。また、
資料館の空調や照明設備を改修し、来館者や文
化財資料の環境の維持管理を行います。 →
所管室・課 文化財課

具体的取組 具体的な取組実績

歴史資料館において、定期的な企画展や講演会
等を開催します。また文化財説明板の設置、改
修を順次行います。 →
所管室・課 文化財課

総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと


